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目的
• 和歌山県内の事業場における、
• 疾病を抱える労働者の治療と仕事の両立支援の状況を
明らかにするともに、

• 疾病を抱える労働者に配慮した、今後の職場改善に向
けた支援を検討し、

• さらにパンフレットの配布や研修会・講演会の開催な
どを通して広報することを目的とした。



対象と方法
• 和歌山産業保健総合支援センターがこれまでに行った
調査の対象事業場から予算の範囲内で789事業場

• 質問紙は、令和2年10月に配布・回収
• 回収数は187件（回収率23.7％）
• 対象事業場を50人未満の小規模事業場（53事業場）、
50人から99人の中規模事業場（55事業場）、100人以
上の大規模事業場（65事業場）に分類

質問紙の構成
• 事業場、ガイドラインの周知
• 就労中のがん経験者やがん治療中の労働者
• 就業規則
• 疾病（がん、糖尿病等の私傷病）を抱えた労働者に対
する取り組み

• 企業と労働者の支援体制の整備
• 医療機関との情報共有の促進
• 和歌山産業保健総合支援センターの支援



比較した調査結果
• 結果の一部の考察には、和歌山県の188事業場で実施さ
れた同様の調査結果（2017）を用いた

事業場について
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事業場における治療と仕事の両立支援
のためのガイドラインの周知について
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就労中のがん経験者やがん治療中の
労働者について
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がん労働者
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復職、雇用の際に配慮していること
（2017）
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がん労働者が職場にいることで、職場に
生じる困難（2017）
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職場復帰が可能な条件（2020）
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職場復帰の判断に、主治医等の情報とし
て必要なもの（2020）
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復職支援制度
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就業規則について
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治療休暇制度

いずれの規模でも6割の事業場で設けられていた

疾病（がん、糖尿病等の私傷病）を
抱えた労働者に対する取り組みにつ

いて
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３．相談窓口等の明確化

小規模 中規模 大規模

疾病を抱えた労働者に対する取り組み

通院等の状況に合わせた配慮、
措置の検討

そのような取り組みはない

相談窓口等の明確化

すでに積極的に取り組まれている

0% 20% 40% 60%

代替要員の確保

上司や同僚の負担

休職の繰り返しへの対応

小規模 中規模 大規模

疾病を抱えた労働者が治療と仕事を両立で
きるような取り組みに関する困難や課題



企業と労働者の支援体制の整備につ
いて
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和歌山産保センターの両立支援促進員の
配置
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疾病を抱えた労働者の職場復帰を判断す
るために、主治医から必要な情報
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ご質問をいただきました
• 調査における事業所からの回答と事業者の意識（真
意）との間の乖離が示唆されること

• （例えば、両立支援に困っていない、GL・マニュアル
を知らないとの回答多数にもかかわらず、GL・マニュ
アル等の作成・配布の希望も多数）

• について、考察していただきたい
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マニュアル･ガイドブック等の作成・
配付を希望する件数（％）

職場に生じる困難の有無と
ガイドラインの周知の４群

困っていてもいなくても、ガイドライン・マニュアル等の作成を
希望している

ご清聴ありがとうございました


